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拘束１４時間
休息１０時間

始業から２４時間

〇

×
①

②

乗務前点呼 乗務後点呼 乗務前点呼 乗務後点呼

①では、朝８時から深夜１時までの間に、３時間未満の休憩時間しかないため、全体が拘束時間になってしまい、その結果、

１７時間全てが拘束時間となり拘束時間の上限を超えてしまいます。

また、休息期間も７時間で不足しています。

②では、①の１９時から２１時までの休憩時間の２時間を１時間早めて１８時から２１時までの３時間とし、休息期間の一部に

変更しました。これにより、３時間＋７時間＝１０時間の休息期間がとれるため分割休息として取り扱うことができます。

拘束時間も１０時間と４時間との合計で１４時間ですので、拘束時間の上限以内に納まっています。

（休憩時間を１時間延長することで、拘束時間が３時間減少することになります。）

ただし、①の運行もしくは荷卸時間を１時間短縮することになりますので、荷主との調整が必要となります。


